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わが国の総人口は、平成 17年以降は増減を繰り返していたものの、平成 23年以降にお

いては大きく減少が続き、経済成長に大きなマイナスの影響となる課題に直面している。

沖縄県においては、現在人口増加傾向ではあるものの、各種取り組みが進まないと2025年

をピークに人口減少となると推計されている。

そのような状況の中、わが国は、平成 26年 ■月 21日 に地方創生関連 2法案 (「まち・ひ

と。しごと創生法Jおよび「地域再生法の一部を改正する法律J)を成立させた。この法案

では以下に示す 3つの視点が根本にある。

① 若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現
② 『東京―極集中』の歯止め
③ 地域の特性に即した地域課題の解決
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1)今帰仁村の人日の推移

O今 掃仁村の人日は、平成 2541二度で 9,590人、世帯数は 4,105世帯である。
O平 成 20年から平成 25年の 6年間で人日が約 100人、世絆数も約 333世帯増力liして
いるものの、 1‖t帯あたりの人Hが減少していることからユ1二身世帯化や核家族化の進

行が何える。

‐‐人口‐‐世帯敏-1世 帯当たりの人ロ
1。,計
】 今帰仁村人口推移
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2)二区分別人日の推移
01i産年齢人口は 1990 4fiか ら 20054i二 まで増加 していましたが、ピーク時の 1980年の
人口を L田ることはできず、2005年以降から年少人日と共に減少傾向にあります。

O老 年人日が反比例してl樹加傾向にあり、少子I葛齢化の進行が何えます。
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3)5歳開等級別純移動率
010代後半から20代前半にかけて、大幅に転出が超過しているものの、30代以降は増
減はあるが、概ね転入超過となつている。

)

5歳階級別純移動率 (2010年→獅15年)
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4)5歳階級別純移動数 (追加)
O男女共に、10代の転出が減少傾向にあるが、10代後半から20代にかけての若者の転
出が超過となつている。

O男性は、30代以降は転入出の増減があり、定年退職を迎える前後に転入超過となつて
いる。

O女↑uiでは、30代以降は少教ながらも転入超過傾向にある。
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5)婿姻率と出生率の推移

O今 帰仁村の婿姻率は、数値が低かつた平成 22年を除き、結婚件数は40件台で増減を
繰り返し、婿姻率は全国や県の平均より低い 4.3～ 4.9と なつている。

O出 生教及び出生率は、平成 2二 年に出生数 98件、出生率 10,4と高くなつたものの、
婿姻数及び婿姻率と同様、毎年増減を繰り返す傾向にある。
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母の年齢階級別の出生率をみると、今掃仁村では 20～24歳の出生事が、全国、測B縄県と

比較して高い値となつている。

母の年齢階級別出生準 【2∞8年～2012年 (平成20～24年 )】
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7)出生・死亡敬、転八・転出数の推移

O死 亡者数が出生数を上回る状況が続いており、自然減となつている。
近年は、転入者が転出者を毎年上回つているものの、転入者敬が増減を繰り返している。
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8)結婚敦、結婚率と離婿数、障婿率の推移
0今掃仁村では、年間で 20組前後の離婿件教がある。
O沖縄県の離婿率と比較すると、低い値となっている。
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9)15歳以上の男女の未婿者数 (迫加)

O女性の未婚者教は、年齢階級が上昇するごとに減少していくが、男性では 50代で高
くなつている。

O全体的に男性の未婚者数が同年代の女性の未婚者数より多くなつている。
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10)常住人口 (夜問)及び村内外の従来・通学数

O常 住は平成 2年から平成 12年まで
約 300人増加 したものの、平成 17

年以降は減少に転 じています。

O従 業・通学は村内から他市町村ヘ
移行する傾向にあります。
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,

■)地区別人口の推移

O平 成 26年 12月 現在で人口が最も多い地区は「仲宗根区Jの 1,130人 (■ .7%)、 次
いで「今油区Jの 975人 (10。1%)となつている。

O平 成 22年比の増加数で最も多い地区は「天底区Jで 124人増、率にして 15。7%の増
となつている。次いで「崎山区J72人増、事にして 22.1%の増となつている。

O平 成 22年比の減少数の最も多い地区は「仲宗根区Jで道路改修工事による影響によ
り 133人減、率にして 10.5%の減となつている。 その他減少地区は 10%内の減少
率となつている。

今用仁村 宇胴人口の推移
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12)住居の種類・住宅の所有の関係 (追加)

O一般世帯数は年々増加傾向にある。
O持 ち家の世帯数と民営の借家の世帯数が増加しており、住宅の純増を示している。
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一般世帯 :

ア 住居と生計を共にしている人の集まり又は一戸を構えて住んでいる単身者。ただし、
これらの世帯と住居を共にする単身の住み込みの屈人については,人数に関係なく屈

主の世帯に含めている。

イ 上記の世帯と住居を共にし,別に生計を維持している問借りの単身者又は下宿屋など
に下宿している単身者.

ウ 会社・団体 。商店 。官公庁などの寄宿舎,独身察などに居住している単身者。
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13)人 口移動 (転入出元の都道府県と県内市町村)

①転入

0今 婦仁村への県外からの転入は、関東田の都県が上位にあり、次いで近畿地方から多
くなっている。

O沖 縄県内からの転入では、名護市が最も多く4割近くを占める。次いで那覇市が多く
なつているが、そのほかは本島中部からの転入が多くなつている。

今‖ 村へのは入■敏 (停遭府黒単位)(節 14年 1月…12月 )
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②転出

O今 帰仁村から県外への転出は、関東四や、福岡県、大阪府等都市部への転出が多くな
つている。

O県 内市町村への転出は多くの市町符に渡るが、郎覇市が最も多く、宜野湾市、中城村、
浦添市の中部のベットタウンとなつている市村への転出が多し、仕事を中心に転出し

ていると考えられる。
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今‖ 村からの電出t微《― 向)(20ユ 4年二月～ユ2月 )
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